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Summary
　　　In　this　paper，　the　authors　describe　a　new　laboratory　technique　for　the　application　of
denture　bases　made　of　resilient　polyolefin　materia1．　This　material　has　many　advantages．
These　are　long－term　stability，　compatibility　with　oral　tissues，　suitable　precision　mainte－
nance，　and　easy　trimming，　adjusting，　polishing　and　finishing．　However，　poor　bonding
strength　and　poor　color　stability　still　remain　as　problems　of　this　material．　One　of　the
reasons　for　the　poor　bonding　is　the　lack　of　the　chemical　bonding　to　the　acrylic　resin　denture
bases．　Although　a　special　bonding　agent　has　been　used　sometimes　easy　separation　occurred
after　treatment．
　　　Recently，　the　manufacturer　developed　a　new　laboratory　technique　for　making　a　liner
of　resilient　polyolefin　material　for　denture　bases．　The　reliability　of　adhesion　to　the　acrylic
resin　denture　base，　and　the　resistance　to　color　change，　have　been　improved．
（1990年3月19日受理）
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　　The　technique　was　improved　as　follows　：
　1）　two　stages　were　eatablished，　first，the　acrylic　resin　denture　base　was　cured　and
　　　second，the　softened　resilient　material　was　molded　after　application　of　a　coat　of
　　　MOLPRIMER　T　100．
　2）　anew　primer　was　applied　to　facilitate　the　fluoride　coating　for　prevention　of
　　　discoloration．
　　In　the　present　study，　no　color　change　of　the　liner　or　separation　from　the　acrylic　resin
denture　base　appeared　for　one　month　after　treatrnent．　Houever，　the　authors　feel　that　a
longitudinal　observation　is　needed　to　evaluate　the　color　stability　and　resistance　to　separa・
tion．
諸 言
　義歯床用裏装材が文献に出始めたのは1945年頃
からである1｝．歯科用のアクリリックレジンに関
する論文が1939年頃に発表されていることか
ら2｝，その5～6年後にはもう既に義歯床用の裏
装材が市販あるいは研究されていたことになる．
これらの裏装材に弾性のある軟質裏装材が含まれ
ているかどうかは不明であるが，いつれにしても
咬合関係には大きな狂いがなく，顎堤粘膜面と不
適合となった義歯床を裏装により再適合を図る努
力が行われていたことは確かである．しかし，こ
の頃の裏装材は顎粘膜の疹痛緩和を目的としたも
のではなく，あくまでも使用中の義歯床の維持・
安定を得るための再適合を目的としていたもので
ある．歯槽骨の吸収に伴う顎堤粘膜の菲薄化と角
化の進行は，咬合圧に対する抵抗力を減じ，機能
時に顎堤粘膜に疹痛や創傷を生じることは事実で
あり，これを解決するための方法を見い出すこと
は有床義歯補綴における最大の関心事でもある．
従来，顎堤粘膜に疹痛あるいは創傷が生じた場合
には咬合調整を行って当該部位の症状を軽減した
り，あるいは粘膜面を強く圧迫している義歯床内
面を一層削除することによって緩和していた．大
部分は義歯床に使用されている硬質の歯科用アク
リリックレジンが顎粘膜と直接接触しているため
に引き起こされることが原因であり，義歯床と顎
粘膜との間に咬合圧を緩衝するいわゆる“shock
absorber”として軟らかい材料を使うことができ
れば，ある程度解決できうるものと思われる．こ
のような観点から軟質裏装材に関する論文が1951
年頃発表されて以来3），今日までその報告数は枚
挙にいとまがない4－46）．
　近年，高分子化学の発達によりいろいろな種類
の義歯床用軟質裏装材が開発され，臨床に応用さ
れるようになった．ポリオレフィン系高分子化合
物を主成分とする軟質裏装材「モルテノ」（モルテ
ンメディカル社製）もその1つである．1987年に
最初の製作システムが発表されたが，変色47）と裏
装材の剥がれが問題となり改良を余儀なくされ，
新しい製作システムが紹介された．今回はこの新
しい製作システムの臨床術式ならびに技工操作に
焦点を合わせ報告する．
臨床術式
　図1は上下顎無歯顎患者の下顎顎堤を示してい
る．顎堤粘膜が菲薄で歯槽堤の吸収が著しく，再
三の咬合調整にもかかわらず疹痛が軽減せず，舌
小帯付着部に潰瘍を形成している．このような症
例を軟質裏装材応用の適応症と考え，本患者にポ
リオレフィン系軟質裏装材「モルテノ」を使用し
たので，その技工操作の概要を説明する．今回使
用した新しい製作システムは，埋没・重合操作に
特徴があり，本システムに使用する埋没用フラス
コは底面にゴムスプリング，プレスフレーム上面
にはスプリングホルダーが設置され，重合中の圧
縮成形を可能にしている（図2）．
①咬合調整のみでは症状の緩和ができなかった下
　顎舌小帯部の潰瘍形成部分の下顎義歯床舌側床
　縁を削除し，粘膜調整材にてティッシsコン
　ディショニングを行い潰瘍が治癒した後，通法
　に従い印象採得，作業用模型を作製し，人工歯
　排列を行う．
②口腔内での蝋義歯試適終了後，辺縁封鎖を行い，
　モルテノとレジンとの境界部を明確にするため
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　に，頬舌側辺縁にレディキャスティング・ワッ
　クスを用いてフィニッシングラインを付与する
　（図3）．
③一次埋没は，フィニヅシングラインの位置まで
　石膏で覆うようにする．また補充シリンダーの
　上部すなわちピストンパッキンの部分は石膏で
　覆わないように注意する（図4）．その後，通法
　に従い下部フラスクに上部フラスクを重ね合わ
図1：舌小帯付着部に潰瘍を形成している術前の
　　顎堤
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　せ，二次埋没を行う．
④流蝋を十分に行い，石膏のエッジ部を丸める．
⑤分離剤塗布後，モルテノのスペーサーとしてモ
　ルシートIIをモルテノ設定部周辺の溝に適当量
　詰め，次いで床粘膜面全面に一層圧接する（図
　5）．
⑥モルシートII圧接後，付属のモルテノ成形フラ
　スクを下部フラスクにのせ，石膏を注入し陽型
　を製作する．石膏硬化後，成形フラスクと下部
図4：一次埋没が終了したところ
図2：新製作システムに使用する埋没用フラスコ 図5：モルシートIIの圧接
」蒙
バ
図3　フィニッシングラインの付与
［e縛
図61幅3～4mmの溝の形成
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　フラスクを分割し，モルシートIIを除去する．
⑦シリンダーパイプの上部からモルテノ設定部の
　床辺縁部にまで，幅3～4mmの溝を形成する（図
　6）．
⑧馬蹄型のモルテノをすでに加熱状態に設定され
　ているモルテノヒーティング・ボックスで約4
図7　モルテノヒーティングボックスで軟化する
　　　馬蹄型のモルテノ
　分間加熱軟化する（図7）．
⑨下部フラスクに加熱軟化したモルテノをのせ，
　モルテノセパレートフィルムを介して（図8），
　石膏陽型を重ね合わせ，ブレスフレームに固定
　した後，試圧する．続いてプレスフレームとブ
　タとの間にゴムスプリングを挟み，4本のボル
　トで一体化する（図9）．
⑩一体化されたプレスフレームを再度油圧プレス
図10：油圧ブレスでプレスするプレスフレーム
図8：下部フラスクにのせプレスする前のモルテノ
　　・：試圧段階ではセパレートフィルムを使用
　する） 図11　バリの除去
議蒙ζ
ぷメ
図9　4本のボルトで一体化した上下フラスコ 図12：接着剤モルブライv－T－100の塗布
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　にてプレスし（図10），ゴムスプリングを圧縮し
　（約40～50kg），この状態で蝶ナットを締める．
⑪プレスした状態で約100℃の沸騰水中に15分間
　浸漬する．
⑫冷却後開蓋し，セパレートフィルムを剥がす．
　その後，ポリッシングローラーまたは加熱した
　彫刻刀を用いてモルテノのバリを取り除く（図
　11）．
⑬下部フラスクのモルテノに接着剤モルプライ
　マーT100（モルテンメディカル社製）を塗布し
　（図12），乾燥後再度塗布した後約5分以上自然
　乾燥する．
⑭充分粘りのある餅状となったポリメチルメタア
　クリレートを上部フラスクに填入しポリエチレ
　ンフィルムを挟んで油圧プレスにて試圧する．
　一度試圧後，バリを取り除いて再度試圧し，余
　剰レジンを完全に除去する．
⑮上下フラスクを合わぜ，フタとプレスフレーム
　の間にゴムスプリングを挟み油圧プレスにて加
　圧し，蝶ナットを締めて固定する．底板の孔か
図13：ポリッシングローラーによる艶出し
図14：口腔内に装着したモルテノ義歯
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　らスプリングを入れ，スプリングホルダーをネ
　ジ止めした後，ハンドルを最大限ネジ込む．こ
　の状態で予備重合約60℃で30分，本重合約100°
　Cで30分行う．
⑯自然放冷の後，注意深く取り出し，通法に従い
　床用レジンと同様に形態修正・研磨を行う．続
　いてモルテノ部分を専用のポリッシングPt　一
　ラーで艶出しを行って仕上げる（図13）．
⑰メーカーは，モルテノの変色を防止するために，
　市販のフッ素コーティング材「クレガード（呉
　羽化学工業社製）」を一層塗布することを勧めて
　いる．
⑱モルテノ裏装が完成した義歯を口腔内に装着す
　る（図14）．
結果および考察
　義歯製作に際し，顎堤の吸収が著しく顎堤粘膜
が菲薄で疹痛を伴う場合，歯槽骨の凹凸が著しく
鋭利な骨縁のため咀嗜時に疹痛がある場合，咬合
時に粘膜が極度に変型する場合，顎堤に著名なア
ンダーカットが存在し義歯の着脱が困難な場合な
ど，通常の床用レジンでは満足のいく義歯を製作
することは容易ではない．このような症例におい
て軟質裏装材の応用が効果をもたらすことがあ
り，これまで多種多様の軟質裏装材48－so｝が市販さ
れてきた．
　ポリオレフィン系軟質裏装材「モルテノ」は，
従来の裏装材に比べ耐久性に優れ，弾性および変
色に関してはフッ素系裏装材51－54）とほぼ同じで
あり，総合的にはフッ素系裏装材に類似した裏装
材といえる．しかし，吸水性がフッ素系裏装材の
約1／50にとどまり，研磨が可能となったことで臨
床的に十分な効果が発揮されると考えられてい
る．
　しかし，モルテノはアクリリックレジンと化学
的に結合しないために起こる剥離や，食用油の膨
潤による変色が臨床上の欠点といわれてきた．今
回開発された新しいモルテノの製作システムは，
その欠点を補うものといわれている．
　現在，新しい製作システムによるモルテノ義歯
を装着した患者は，1ヵ月を経過したに過ぎない．
装着1ヵ月の時点でのモルテノの剥離，変色は認
められなかった．しかし，1ヵ月の経過観察は，
i義歯の追跡調査としては大変に短く，今後長期間
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に亘たる観察が必要である．
結 論
　　モルテノの新しい製作システムの臨床術式なら
びに技工手順について説明した．
　　術後1ヵ月の経過観察においては，モルテノの
剥離変色は認められなかった．しかし，1ヵ月
の段階では，新しい製作システムにより剥離，変
色といった欠点が改善されたという結論は得られ
ず，より多くの臨床例と，長期間の経過観察が必
要であろう．
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